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UZUKA　Mariko（46歳）
▶1967年　横浜市生まれ
▶1991年　上智大学文学部史学科　卒業
�　　　　　株式会社日本旅行勤務
▶1997年　�米国ハーバード大学語学研修所ビジネスコミュニ

ケーションコース修了
▶2000年　米国インディアナ州立大学で経営学修士取得
▶2002年　�NCN米国大学機構　スチューデントアドバイザー
▶2008年　�ボストンオリエンタルコネクションズ社　不動産

マーケティングリサーチ
▶2009年　岡山大学言語教育センター　准教授

言
語
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授

宇 塚 万 里 子
「高度な知の創成と的確な知の継承」—。

岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する
個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

宇
塚 
万
里
子

言語教育センター准教授

ク
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
留
学
生

や
留
学
経
験
の
あ
る
日
本
人
学
生
が

英
語
を
教
え
る
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
は
、
宇
塚
准
教
授

の
発
案
。
単
位
を
習
得
で
き
る
正
規

の
授
業
で
は
な
い
が
、
教
え
る
側
の

熱
意
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
り
満
足

度
は
非
常
に
高
い
。
こ
れ
ま
で
学
ん

だ
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ツ
ー
ル
と
し
て
実
践
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
、
宇
塚
准
教
授
は
「
学
生
同
士

の
関
わ
り
で
言
語
が
習
得
で
き
る
新

た
な
学
び
の
場
」
と
位
置
づ
け
る
。

　

成
果
も
挙
が
っ
て
い
る
。L-café

利
用
者
のT

O
EIC

テ
ス
ト
の
平

均
ス
コ
ア
は
、
過
去
４
年
間
で

１
１
５
・
２
点
上
昇
。
学
生
の
積
極
的

な
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、L-café

で
他

の
学
生
か
ら
刺
激
を
受
け
、
英
語
が

飛
び
交
う
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
、

い
つ
の
間
に
か
理
解
を
深
め
て
い
る

と
い
う
。
外
国
へ
留
学
す
る
学
生
も

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ェ
開
設
の

２
０
０
９
年
か
ら
約
３
倍
に
増
加
す

る
な
ど
波
及
効
果
も
み
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
へ�

　

日
本
に
つ
い
て
学
び
、
日
本
の
友

人
を
つ
く
り
た
い
と
願
う
留
学
生
に

と
っ
て
、L-café

は
多
く
の
日
本
人
学

生
と
触
れ
合
え
る
場
所
。
宇
塚
准
教

授
は
、
こ
う
し
た
交
流
を
グ
ロ
ー
バ
ル

で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な

げ
よ
う
と
知
恵
を
絞
る
。
世
界
の
情

ソーシャルラーニングスペース
「L-café 」で学生同士の関わりから
生まれる学びを研究
グローバル人材育成と異文化理解を深化・活性化し、より多くの学生にソー
シャルラーニングの機会を提供するため今年５月、津島地区にオープンした
「L-café（エル・カフェ）」。前身の「イングリッシュ・カフェ」から管理・運
営に携わり、ソーシャルラーニングスペースが学生の語学習得にどう影響す
るかを研究している言語教育センターの宇塚万里子准教授を訪ねた。

勢
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
を
題
材
に
、
そ

の
国
の
留
学
生
に
「
家
族
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
」「
あ
な
た
は
ど
う
思
う

か
」
と
問
い
掛
け
、
学
生
目
線
で
考

え
る
。「
世
界
で
活
躍
す
る
に
は
さ
ま

ざ
ま
の
国
の
実
情
や
価
値
観
と
い
っ

た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
話
す
。

　

自
国
の
文
化
や
言
葉
、
政
治
な
ど

を
理
解
し
、
誇
り
を
持
て
る
人
材
を

育
て
た
い
︱
。
宇
塚
准
教
授
を
は
じ

め
と
す
る
教
職
員
ら
の
熱
意
が
、
着

実
にL-café

を
成
長
さ
せ
て
き
た
。

『
日
本
に
留
学
す
る
な
ら
岡
山
大
学
が

お
す
す
め
。
な
ぜ
な
ら
、L-café

（
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ェ
）
が
あ
る
か

ら
』
と
は
実
際
に
海
外
で
聞
か
れ
た

声
。L-café

は
今
、
学
内
外
で
一
層
の

存
在
感
を
放
ち
始
め
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン�

��
L-café

の
中
心
で
学
生
を
会
話
に

引
き
込
む
宇
塚
准
教
授
。
流
暢
な
英

語
と
天
性
の
明
る
さ
で
、
日
本
に
馴

染
め
な
い
で
い
る
留
学
生
や
英
語
を

話
す
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
る
日
本
人

学
生
を
自
然
に
会
話
に
誘
う
名
人
だ
。

　
「
下
手
で
も
ち
っ
と
も
構
い
ま
せ

ん
。
大
事
な
の
は
〝
や
っ
て
み
よ
う
〟

と
い
う
気
持
ち
」
と
宇
塚
准
教
授
。

自
身
も
か
つ
て
は
英
語
が
大
の
苦
手

だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
社
会
人

に
な
っ
て
英
語
で
何
か
を
学
び
た
い

と
28
歳
で
単
身
渡
米
。
猛
勉
強
に
励

み
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
立
大
学
で
経

営
学
修
士
号
を
取
得
し
、
米
国
で
就

職
。
気
が
つ
け
ば
10
年
が
経
過
し
、

日
常
的
に
英
語
を
使
う
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う

と
飛
び
込
ん
だ
け
れ
ど
、
今
思
う
と
、

英
語
を
学
ぶ
こ
と
が
そ
の
後
の
人
生

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
」
と

振
り
返
る
。「
や
る
気
が
あ
れ
ば
苦
手

な
英
語
で
も
話
せ
る
よ
う
に
な
る
。

言
葉
が
原
因
で
や
り
た
い
こ
と
を
諦

め
る
学
生
を
な
く
し
た
い
」
と
願
う
。

新
た
な
学
び
の
場�

　

毎
日
１
５
０
人
以
上
の
留
学
生
と

日
本
人
学
生
が
交
流
し
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
言
語
や
文
化
を
学
ん
で
い
る

L-café

。
学
部
や
学
年
、
国
籍
を
超
え

て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
互
い
の
国

の
料
理
を
食
べ
比
べ
る
な
ど
ユ
ニ
ー


